
２
０
２
４
年
の
元
日

の
夕
方
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
。
「
被
災
地
の

た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と

は
」
と
思
っ
て
き
た
方
に

絶
好
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。
10
月
４
日
（
土
）
、

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
毎
小
カ
ン
ト
リ
ー
キ
ッ

チ
ン

w
ith

能
登
」
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
参
加

者
に
は
石
川
県
能
登
町
産

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
ど
っ
さ

り
５
０
０
㌘
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

白
玉
団
子
を
作
り
な
が
ら
、

被
災
地
の
現
状
を
学
び
ま

す
。
お
申
し
込
み
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
。（

木
村
健
二)

育
児
に
熱
心
な
男
性
た

ち
が
「
イ
ク
メ
ン
」
と
し

て
注
目
さ
れ
、
２
０
１
０

年
に
流
行
語
大
賞
の
ト
ッ

プ
テ
ン
に
入
っ
て
か
ら
15

年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の

間
、
男
性
の
育
児
休
業
取

得
率
は
右
肩
上
が
り
で
、

初
め
て
４
割
を
超
え
ま
し

た
。
「
育
児
は
女
性
が
す

る
も
の
」
と
い
う
か
つ
て

の
意
識
は
薄
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
現
状
を
ど
う
評

価
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
研
究
者
や
子
育
て

中
の
父
親
た
ち
に
聞
き
ま

し
た
。

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本

14日（日）＝１、３面

14
日
（日
）＝
総
合
面

国
連
創
設   

周
年

被爆した哲学者・森滝市郎さんの反核への執念

17日（水）＝オピニオン面イクメンの現在地

「
南
京
大
虐
殺
が

本
当
に
あ
っ
た
と
信

じ
て
い
る
人
が
ま
だ

い
る
の
か
」―

―

。

今
話
題
の
参
政
党
は

こ
ん
な
主
張
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。

特
集
ワ
イ
ド
は
３

年
前
、
１
次
資
料
や

研
究
者
へ
の
取
材
に

基
づ
き
、
「
南
京
大

虐
殺
は
ウ
ソ
」
と
い

う
否
定
論
を
記
事
で

検
証
し
ま
し
た
。

「
否
定
論
を
信
じ
る

国
会
議
員
が
ま
だ
い

る
の
か
」
。
こ
の
夏
、

参
政
党
が
出
し
た
戦

後
80
年
談
話
や
所
属

議
員
ら
の
発
言
か
ら
、

そ
の
歴
史
認
識
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
を
再

び
専
門
家
と
と
も
に

考
え
ま
し
た
。

16日（火）＝夕刊２面

参政党の歴史認識を考える

森滝市郎さんのノート。爆風で飛び散った
インクの跡が残る

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。
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哲
学
者
・
森
滝
市
郎
さ
ん
（
１
９
０

１
～
９
４
年
）
は
１
９
４
５
年
８
月
、

広
島
市
内
で
被
爆
し
、
右
目
を
失
明
す

る
な
ど
負
傷
を
し
ま
す
。
戦
時
中
に
教

育
者
と
し
て
戦
争
に
加
担
し
た
自
身
の

過
去
を
悔
い
、
戦
後
は
反
核
運
動
に
心

血
を
注
ぎ
ま
す
。
森
滝
さ
ん
は
94
年
に

亡
く
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
執
筆
者
、

高
尾
具
成
記
者
は
生
前
の
森
滝
さ
ん
に

取
材
し
て
い
ま
し
た
。

高
尾
記
者
は
最
近
に
な
っ
て
、
原
爆

投
下
直
後
の
状
況
を
克
明
に
つ
づ
っ

た
手
記
と
出
合
い
ま
す
。
森
滝
さ
ん
が

語
っ
た
内
容
を
教
え
子
た
ち
が
書
い
た

口
述
筆
記
で
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
さ

い
や
く
記
」
。
「
さ
い
や
く
」
と
は
恐

ら
く
「
災
厄
」
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
は
一
切
の
核
を
拒
否
す
る
「
核
絶
対

否
定
」
の
考
え
が
貫
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
さ
い
や
く
記
」
の
内
容
を
ひ
も
と
き

な
が
ら
、
戦
後
80
年
の
戦
争
と
平
和
を

考
え
ま
す
。
（
８
月
17
日
に
掲
載
予
定

で
し
た
が
紙
面
事
情
に
よ
り
休
載
し
ま

し
た
。
再
掲
と
な
り
ま
す
。
）

先
の
大
戦
の
犠
牲
者
に
思
い
を
は
せ
、

平
和
の
大
切
さ
を
か
み
し
め
た
８
月
。
戦

中
の
体
験
を
社
会
全
体
で
共
有
す
る
こ
と

は
、
歴
史
に
学
び
、
平
和
な
世
界
を
築
く

基
礎
を
な
す
も
の
で
す
。

国
際
連
合
（
国
連
、
本
部
・
米
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
）
が
10
月
に
創
設
80
年
を
迎
え
ま

す
。
国
連
は
戦
後
、
世
界
平
和
の
維
持
に

尽
力
し
、
人
道
状
況
の
改
善
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
近
年
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地
区

攻
撃
と
い
っ
た
戦
闘
に
対
し
、
「
止
め
る

力
」
を
発
揮
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
国
連
は

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
発
足
し
た
の
か
。
現

在
直
面
す
る
課
題
は
何
か
。
国
連
の
80
年

を
考
え
ま
し
た
。

米ニューヨークの
国連本部
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